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令和６年度（第２８回）「チヨダ地域保健推進賞」 

 

活動テーマ 

はんだ「守ろう！腎臓」プロジェクト 

～発足から１年が経過した課題に向けた取り組み～ 

グループ名称･氏名(グループの場合は代表者名) 

半田市 福祉部 健康課 成人保健担当 

代表者：竹内 奈津美 

 

図 腎臓シール A6サイズ 

 

勤務先：半田市役所 

所 属：福祉部 健康課 成人保健担当 

所在地：〒４７５－８６６６ 

愛知県半田市東洋町２－１ 

ＴＥＬ：０５６９－８４－０６６２ 

ＦＡＸ：０５６９－２５－２０６２ 

 

 

◇活動方針 

本市の健康課題である慢性腎臓病（以下、ＣＫＤ）と新規透析導入者の減少を目指し、令和５年

度から半田市医師会・知多薬剤師会・半田市立半田病院・半田市が連携し、「はんだ『守ろう！腎

臓』プロジェクト」（以下、プロジェクト）を発足した。 

このプロジェクトでは、ＣＫＤ予防啓発用リーフレット（以下、リーフレット）の作成・配付及

びｅＧＦＲ＜３０、ｅＧＦＲ＜６０の２種類の「腎臓シール」（以下、シール）を作成し、シール

をお薬手帳に貼付することで、対象者が腎機能低下を自覚するとともに、調剤薬局薬剤師等が対象

者の腎機能を共有することで、腎機能に配慮した適正処方につなげるしくみである。また、シール

貼付に合わせて「守ろう！腎臓」をスローガンとした生活指導を、プロジェクトの医療専門職が

行っている。現在、２年目を迎えて、次の課題が見つかった。 

 

図 ＣＫＤ予防啓発用リーフレット（両面刷） 
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◇課題 

（１）シールの大きさの見直し 

切手サイズのシールは、配付の際、見落としや紛失により貼付に至らないこともあるため、形状

の工夫が必要である。 

（２）医療専門職の確保 

医療機関によっては管理栄養士等の配置がなく、生活指導ができる体制整備・確保が必要であ

る。 

（３）事業対象者の拡大 

国保特定健診受診者に加えて後期高齢者健診受診者も新たに事業対象とするにあたり、ｅＧＦＲ

の基準や生活指導について、これまでと同様でよいか検討が必要である。 

（４）シール作成区分 

医師へのアンケート調査にて「ｅＧＦＲ３０以上４５未満」のシールが必要との意見がある。 

 

◇活動内容とその成果 

（１）シールの変更 

シールは台紙付き（A6 サイズ）の大きく目に留まりやすい形に変更し、プロジェクトの説明も追

加した。また、年度初めに行っている医療機関を対象とした特定健診等説明会において、本プロ

ジェクトの目的、シールや資料の配布方法や活用、多機関連携によるＣＫＤ対策の流れなど、医療

機関の役割について共通理解を図り協力を募った。 

表 配布に協力した医療機関数 

年度 協力医療機関数 割合 

R6 26医療機関 59％（26/特定健診実施 44医療機関） 

 

（２）生活指導ができる体制整備 

半田市立半田病院や知多薬剤師会の協力の下、薬剤師による腎機能低下者に向けた講座と薬剤

師・管理栄養士による個別相談を組み合わせた「ＣＫＤ予防講座」を実施した。 

年度 講師 参加者数 備考 

R6 
薬剤師 28名 うち 27名が個別相談実施 

薬剤師 21名 うち 15名が個別相談実施 

 

また、市管理栄養士による個別栄養相談も随時開設した。今年度から後期高齢者健診受診者も対

象としたため、腎機能と加齢の関係や低栄養等にも配慮した高齢期の栄養・食生活の指導をより丁

寧に行うことで、「腎臓が悪いといわれた」との不安にも対応できた。 

年度 相談者数 備考 

R6 15名 R7.1月現在 

 

（３）事業対象者の拡大 

シール貼付対象を後期高齢者健診受診者にも拡大し、より広くＣＫＤ予防の啓発ができた。 
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表 シールの配布数 

年度 配布数（国保） 配布数（後期高齢） 

R5 2,694枚 - 

R6 2,500枚 4,650枚 

 

（４）シール作成区分 

シールのｅＧＦＲ区分について、「腎機能低下」を示すマークであるシールの目的は予防啓発で

あることをプロジェクトリーダーの医師や薬剤師と再確認し、ｅＧＦＲ区分の変更やシールの追加

はしないこととした。なお、治療開始のタイミングであるｅＧＦＲ４５の取り扱いは、半田市医師

会内科医会にて検討することとなった。 

（５）本プロジェクトによる連携の推進 

本プロジェクトを開始するきっかけとなった半田市立半田病院薬剤科と調剤薬局の薬薬連携研修

では、現在もＣＫＤに関する研修を継続しており、その結果、調剤薬局から医師への疑義照会の件

数が増加し、適正服薬の取り組みが進んでいる。 

また、半田市医師会内科医会は同医師会健康管理センターと協議して、健診結果に「※ｅＧＦＲ

値が前回値に比べて５ｍＬ/分以上低下しています。」のコメントを追加する帳票の改訂を行い、医

師による予防のアプローチを進めている。他にも、多職種を対象とした内科医会主催の勉強会の開

催、同医師会健康管理センターの会報紙においては「慢性腎臓病の尿検査について」とのテーマで

事後管理に関する情報提供が行われている。 

このように、同職種内及び多職種、多機関が協働し、持続的なＣＫＤ予防の推進を図っている。 

 

◇今後の計画 

次年度以降の課題は次のとおりである。 

〇新たなＣＫＤ予防啓発の取り組み 

本事業が３年目を迎えるにあたり、毎年健診を受ける方には同じリーフレットが配布されること

が想定されるため、来年度は啓発資材の見直しを行う。また、市民がより関心をもつイベント等の

実施を検討する。 

〇ＣＫＤステージに合わせた栄養指導の整備 

ＣＫＤは改善が難しく現状維持が最良であるため、対象者の動機付けやモチベーション維持には

丁寧な指導が必要である。現在の体制でより効果的な相談対応が可能となるよう、管理栄養士によ

る薬剤師の研修など多職種で相談対応にあたる体制の整備を図る。 

〇マイナンバーカードが本格的に運用される中で、お薬手帳に「腎臓シール」を貼付するという啓

発方法の見直しが必要 

行政保健が担う疾病予防は医療との連携が必須である。本市のＣＫＤ対策を進めるにあたり、今

後も定期的に健診医療機関と情報共有を行う中で意見や課題の共有を行い、現場の声を生かして本

市の保健事業のブラッシュアップを図るとともに、プロジェクト４者の協議を継続し、各々ができ

ることに取り組むことで包括的にプロジェクトを進め、ＣＫＤ予防と新規透析導入者の減少という

大きな目的に向かって効果的に取り組みを進めたい。 

 

 
 


